
２０２１年７月１５日 

イオン北海道株式会社 

 

脱炭素の取り組みを加速、再生可能エネルギー活用を拡大 

ＰＰＡモデルを導入し、太陽光発電電力を活用してまいります 

 

イオン北海道株式会社（以下、当社）は、再生可能エネルギーの活用拡大に向け、当社が運営する

施設へのＰＰＡ「Power Purchase Agreement（電力販売契約）」モデル※の導入を開始します。 

当社は、マックスバリュ沼ノ端店、マックスバリュ弥生店（いずれも苫小牧市）の２店舗において

ＰＰＡ事業者に敷地スペースを提供し、ＰＰＡ事業者が太陽光パネルを設置、そこで発電された電力

をマックスバリュ沼ノ端店、マックスバリュ弥生店が自家消費分として購入・活用する契約を、７月

１２日に締結しました。当社でのＰＰＡモデル導入は今回が初めてです。 

 

イオンは、２０１８年に策定した「イオン脱炭素ビジョン２０５０」に基づき、省エネ・創エネの

両面から店舗で排出する温室効果ガス（以下、ＣＯ２等）を２０５０年までに総量でゼロにする取り組

みをグループを挙げて進めています。当社も、同様の目標で脱炭素に向けた取り組みを推進しており、

省エネに加え、再生可能エネルギーの活用拡大も、積極的に取り組んでいます。 

今回のＰＰＡモデル導入は、この目標達成に向けた取り組みの一環であり、これにより、両店舗で

使用する電力のうち、約２０％が再生可能エネルギーとなります。今後においては、再生可能エネル

ギー１００％使用店舗への転換を目指し、加えて当社が運営するほかの施設においても太陽光発電電

力利用拡大を進め、更なる再生可能エネルギーへの転換を加速します。 

 

イオンは、お客さまの生活そのものを事業の軸とする企業として、皆さまが日常の中で自然に脱炭素

に向けた行動を取れる店づくりはもとより、商品やサービスを通じて、すべての事業活動で持続可能性

を追求し、グループが持つあらゆるリソースを活用して地域全体での脱炭素化の実現に向け、取り組み

を加速し、当社も積極的に推進してまいります。 
 
※ＰＰＡモデル： 

「 Power Purchase Agreement （電力販売契約）モデル」の略で、ＰＰＡ事業者が 電力需要家の敷地や 

屋根等のスペースを借り太陽光発電システムを設置し、そこで発電した電力を電力需要家に販売する事業モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 



ご参考 

＜導入施設と太陽光発電設備の概要＞ 

対象施設 マックスバリュ沼ノ端店 マックスバリュ弥生店 

所在地 北海道苫小牧市北栄町３丁目１番８号 北海道苫小牧市弥生町１丁目９番１号 

敷地面積 約１９,８８０㎡ 約１７,７８０㎡ 

延床面積 約２,９８０㎡ 約２,９２０㎡ 

太陽光パネル容量 ３１２.８４ｋＷ ３４６.５０ｋＷ 

運用開始予定 ２０２１年１２月 

 

＜本契約のＰＰＡ事業者＞ 
商 号： 北海道電力株式会社 
代表 者： 代表取締役社長 藤井 裕 
所在 地： 北海道札幌市中央区大通東１丁目２番地 
 

＜イオン 脱炭素ビジョン２０５０＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ＳＤＧｓの取り組み 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、持続可能な世界を実現するために国連サミットで採択された、 

２０３０年までの国際目標です。当社は、ＳＤＧｓの目標達成に向けて取り組みを推進しています。 

この取り組みは、７、１１、１２、１３、１７の達成に貢献します。 

  

 

 

 


